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1．はじめに 
 平成 16年 10月 20日に近畿地方を通過した台風 23

号に伴う記録的豪雨により淡路島では総計 181 個の

ため池が決壊したと報告された 1)．また決壊の主要

な原因は提体越流であると考えられており本研究で

はそこに着目した．これまでの研究により提高や法

面勾配などの提体自体の形式は決壊とは無相関であ

ることが報告されている 2)．そこで今回はため池へ

の降雨流入量とため池の総貯水量および洪水吐の放

流能力に着目した分析をおこなった．対象は旧五色

町，洲本市，旧緑町にまたがるエリアとした(Fig.1)． 

2．ため池位置の同定 
 GIS に Fig.1 の衛星画像を取り込み，農業工学研究

所のため池防災データベースに記載されているため

池の経緯度情報を入力し地図上でため池の位置を特定した．黄

色い丸印が台帳に記載されているため池の位置，赤い×印が決

壊したため池の位置を表している．非決壊ため池は平野部にも

多少存在したが決壊ため池の殆どが山間部に存在することから

山間部のため池にのみ注目した．Fig1 上には決壊ため池が 21 個，

非決壊ため池が 93 個存在した． 

3．決壊要因の算出 
GIS に高分解能衛星画像(本研究では SPOT5 を用いた)をステ

レオ視することによって作成される 2.5m メッシュ DEM(数値標

高モデル)を取り込んだ．この DEM を用いてため池の流域を抽

出した。Fig.2 に抽出例を示した。まず傾斜角は降雨の流下速度

や洪水到達時間に影響を与えるため，流域内での傾斜角の平均

値と標準偏差を算出した．次に今回の豪雨は既往最大級であっ

たことから次式 3)を用いて流域面積 A(km2)から既往最大比流量 qp(m3/s/km2)を求めた． 

)04.0exp( 45.006.0 AKAqp −= −    K：地域係数(淡路島：40) 

ここに流域面積を乗じることで既往最大流量(m3/s)を算出した．その他に，ため池データベースよ

り総貯水量(m3)，洪水吐形式，洪水吐材料を抽出した．洪水吐については洪水吐能力(m3/s)のデータ

Fig.1 Area for Analysis 

Fig.2 Watershed 
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Fig.3 Category Score 

が完備されていなかったため今回

は形式と材料に着目することにし

た．以上，ため池流域の傾斜角平均

と標準偏差，洪水吐の形式と材料，

そして総貯水量に対する既往最大

流量の比を新たなパラメーターと

して，これら 5 つを決壊要因として

分析をおこなった． 

4．数量化理論Ⅱ類 
上記の 5 つの決壊要因を説明変数

(アイテム)，決壊 or 非決壊を目的変

数として数量化Ⅱ類を適用した．

Table.1 に結果を示した．決壊への影

響度の大きかったカテゴリーは順

に 既 往 最 大 流 量 / 総 貯 水 量 が

0.005m3/s/m3 以上，傾斜角標準偏差

が 12°以上，洪水吐形式が越流堰式

である(Fig.3 参照)．またアイテムについては既

往最大流量/総貯水量が最も影響度が大きかっ

た．また判別的中率は 77.19%であった． 

5．考察 
流域内の傾斜角の平均値より標準偏差の影響

度が大きいという結果が出た．これは平均的に

急な斜面より遷急線が存在し傾斜のバラツキ

の大きい斜面のほうが斜面侵食を起こしやす

くため池に土砂流入をもたらし，その土砂によ

って急激な貯水面上昇が引き起こされたため

であると考えられる．既往最大流量/総貯水量の

影響度が大きかったのは総貯水量に対する流

量が大きいほど提体越流を引き起こしやすい

ためである．洪水吐形式については越流堰式の

影響度が大きかった．越流堰式とは水路流入式洪水吐の中に堰が設けられた形状である．堰の存在

により土砂や流木が堆積しやすい上に，水路流入式に比べ接近水路の流速が小さくなるために水路

に土砂や流木が残留しやすくなる．それ故に本来期待される放流能力が発揮されなかったのではな

いかと考えられる．洪水吐材料は決壊に対して特筆すべき影響度を持っていないので，洪水吐につ

いては材料よりも形式が決壊に大きく影響することが分かった． 
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Table.1 Qualification Theory Ⅱ 

アイテム カテゴリー レンジ
～23 a11 -0.041998
23～25 a12 0.020708
25～27 a13 0.043066
27～ a14 -0.000046
～10 a21 -0.043766
10～11 a22 -0.005309
11～12 a23 -0.079526
12～ a24 0.152546
～0.001 a31 -0.061023
0.001～0.003 a32 -0.108847
0.003～0.005 a33 0.094081
0.005～ a34 0.223989
越流堰式 a41 0.133311
水路流入式 a42 -0.048879

素掘り a51 -0.013321
場所打ちコンクリート a52 0.005448洪水吐材

料
a53 0.006223

0.01954
コンクリート2次製
品・石張りタイプ・無

既往最大
流量/総貯

水量
(m3/s/m3)

0.33284

洪水吐形
式

0.18219
側水路式・その他・
洪水吐無

a43 0.029597

カテゴリースコア

傾斜角平
均(°)

0.08506

傾斜角標
準偏差(°)

0.23207


